
(電話)

●

(電話)

一

L薗

㌧

㌧1

(その1)

(ふ り が な)ね もとた くみ こ うえんかい

1政 治 団 体 の 名 称 根本匠後援会

事 務 担 当 者 の 氏 名

(姓)(名)

六角 陽佳

[[エ ラーチ ェ ック済]]

vノ

平成25年 分

(開 催分)

政 治 団 体 の 区 分

口 政 党 口 政治資金 規正法第18条 の2第1項

口 政 党 の 支 部 規 定 に よ る 政 治 団 体

口 政 治 資 金 団 体 口 そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部
2主 た る事 務 所 の 所 在 地 福 島県郡山市若葉 町10-14

(アパー ト・マンション名)
7

0

3代 表 者 の 氏 名　高橋良和

一

活 動 区 域 の 区 分

口2以 上の都道府県の区域等 口 同一の都道府県の区域内
,

(姓)(名)4会計 責 任 者 の 氏 名

半澤 一泰 資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

E]有

巨]無

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

出を した者 の氏名

口 政治資金規正法第19条 の7第1項

第1号 に係 る国会議員関係政治団体

[ヨ 政治 資金規 正法第19条 の7第1項

第2号 に係 る国会議員関係政治団体

公 職 の 候 補 者(姓)(名)
の 氏 名 根本 匠

(電 話)024-932-6662 り 資金管理団体の届(姓)(名)

公 職 の 種 類 衆議院議員

(現職 ・候補者の別)(候 補者)

公 職 の 候 補 者(姓)(名)
の 氏 名(2人 目)

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

公 職 の 候 補 者(姓)(名)
の 氏 名(3人 目)

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

錦 蓬挙鯉 β
締"

ド 蝋 幅

{織 ・265,28璽 収.

26・IG

資金管理団体の指定の期間
国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間

か ら

まで

か ら

まで
'触 購

鱗
、

警】[画

翁 　
(※複数σ)期間がある場合2つ め以降の期間) (※複数0)期 間がある場合2つ め以降の期間)
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(その2)一 収 支 の 状1元[[エ ラ勃 ク済]]

1収 支の総括表

収 入 総 額'麟 灘 醐 麟騰購灘灘懇 麟8欝

/(前 年 か ら の 繰 越 額) 219,805

(本 年 の 収 入 額)瞥'圏 圏 圏幽幽 灘 識 難 蜘

支 出 総 額 一鐵 膿麟 灘 灘灘鱗5蜘
翌年一の繰越額 灘鐵鷺 綴霧 懸1鑛欝 糊 瞭 鞠6

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額 0

員 数(党 費又は会費を納入した人の数)

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 灘灘欝麟1撫鰐 騰灘灘.魍ll
(う ち 特 定 寄 附)

レL

(イ)法 人その他 の団体か らの寄附 鐸 ・一 ∴'・ … ・一 一 ・ ぞ ■ 、

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附
～'

ξ 、 ㌧ 鞠
羅 議鍵

小 計(ア)+(イ)+(ウ)

r▼.既 亭
卜,ヤ

ず哨 ド

.昏 貼..二

(寄附の うち寄附 のあっせ んに よる もの)

n1・

慶3㌦
、

戦 霧 繕 ゼ ∵・ ゴ 。諏
・ミど・へ 雛

イ 政 党 匿 名 寄 附 ,'1鰐 ・・… 一'・ ∴
・ノ・

,,. 灘
合 計(ア+イ)
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[[エ ラ ー チ ェ ッ ク 済]]
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(その13)

3支 出項 目別 金額 の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対 して
供与した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 費 0 0

(2)光 熱 水 費 0 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 0

(4)事 務 所 費 10,500 0

小 計 驚騨 遡 鍵 黛甥 雛鞍讐 饗獺 難1難1鍵灘
2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費

.丸'藁 ≒.… 自'

,.。.、.、

託.・ ・ 、唱

ぞ

ら 姦 鵜、α 0

(2)選 挙 関 係 費 ず鍵 詮購 鼠罵 煽 σ 0

(3)機 関紙誌 の発行その他 の事業費 審痴 ギ・比 ヤ 灘翻繍購灘 灘
ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費

驚 蔑1、,漉 ◎・ 0

イ 宣 伝 事 業 費 趨 ∵△.∴ ◎ O

ウ 政治資金パーティー開催事業費
㌧ 、 覧'

滅 講.・ 、 、;豪Q 0
エ そ の 他 の 事 業 費

腿 瓢 、.,.こlo 0

(4)調 査 研 究 費
毒 舞 、。

一 〇

ド

O

(5)寄 附 ・ 交 付 金 驚 翫3 ∵ 蔦 ・・岡o 0

(6)そ の 他'の 経 費 罫0 0

小 計 ・ご毎

継 、0

膚,A

∫鞭 鵜灘蕪繍灘 撫 ρ
合 計 ㌔1冷"ユ0;裾00



[[エ ラ ー チ ェ ッ ク 済]]
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曳 ノ し

(そ の14)

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 政治資金監査報告 10,500 H25/7/10 大橋税理士事務所 郡 山市虎丸町5-8

2

3

4

5

6

7

8
ミ

9・

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 0

合 計
施'鞭 囲}鐵 融臨血 幽 喧㎞洲沌酌 触艦曲 ∀

鰹 職 騰 聯 顯.鰻 褻羅



(その17)負 産 等 の 状 ご 況[[エ ラーチエツク済]]

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 凹

イ 建 物 口 凹

ウ 建鈎の所査を旦的.とi亙 地上権2ζ基土地の賃造権 口 口

工 亟 畳 の 価 額 杢 ⊥ΩΩ互 巴 堂 超 え 至 動 産 口 凹

オ受亀盤鑑預(撃畿 撃 錐 堅β 口 図

力 金 銭 債 託 口 凹

キ 査 価 証 拳 口 凹

ク 出.資1二 よ ゑ 権 型 口 回

ケ 貸付先ご上の残高杢⊥qΩ互巴査超え亙貸付金 口 口

コ 玄払 ねれ た金 額杢 迦 互旦 を超え ゑ 敷金 口 回

取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権 口 口サ 型

シ 借ム先二上の残高杢⊥ΩΩ互置を超え亙借ム金' 口 口
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[[エ ラーチ ェック済]]

(そ の20) 宣 誓 書

添付書類(別 添 の とお り)

ピ 1領 収書等の写し

口 2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

図 3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従 って作成 したものであって、真実に相違あ りませ ん。

平成26年5月27日

政 治 団体 の名称

`→灘 灘 獄

『欝
一M一 熈 屡 鴨 瀕 鋸 。 敵 羅懸辮麟 難継 ≡

会計責任者の氏名 謹灘 灘懸翻鱒簸 雛鉱_ ㊥
代 表 者 の 氏 名 (代表者については解散時のみ記入す ること)

(印)



政治資金監査報告書

平成26年5月20日

根本匠後援会

/諒 ・代表 高橋 良和 殿

灘 治醗 査人 ハ 摘 感 ノミジ
登 録 番 号 第2654号

研修終了年月 日 平成21年10月15日

1監 査 の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基づ き、根本匠後
、、

～ 援会 の平成25年1月1日 か ら平成25年12月31日 までの法第12条 第1項 に規定す る報告書並
声

びに当該報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収書等 、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振

込明細書(以 下 「会計帳簿等の関係書類」 とい う。)に ついて、支出に関す る政治資金監査を行 った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正化委員会が

定める 「政治資金監査に関す る具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マニュアル」 とい う。)に 基づき

行 った。

(3)私 の責任 は、外部性 を有す る第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成 した会

計帳簿等の関係書類について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査 を行った結果 を報告す

るこ とにあ る。

(4)こ の政治資金監査は、根本匠後援会の主たる事務所 において行った。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項にっいて、会計帳簿、明細書、領収書等、振込

明細書が保存 されていた。
[

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿には、当該国会議員関係政

治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かっ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者

が当該会計帳簿を備 えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項にっいて、法第12条 第1項 に規定す る報告書

は、会計帳簿、明細書、領収書等、振込明細書 に基づいて支出の状況が表示 されていた。

3業 務制限

根本匠後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す る事実はない。

また、根本匠後援会 と政治資金監査の業務 を補助 した使用人その他の従業者 との間において も、同様

で あ る。

以 上

げ


